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企業サロン企画委員会 12月 2 日(金) 5 名

研究普及特別委員会 12月 6 日(火) 5 名

副会長会議 12月 8 日(木) 6 名

広告委員会 12月 12 日(月) 4 名

会員増強委員会 12月 13 日(火) 4 名

表彰委員会 12月 13 日(火) 8 名

研究普及委員会 12月 14日(水) 10名

編集委員会 (OR) 12月 14日(水)11名

IAOR委員会 12月 19 日(月) 2 名

国際委員会 12月 21 日(水) 6 名

入会・移動者氏名

(正会員)

池神正晃(三菱電機紛)，井岡大度(東京理科大学)，

岩瀬雅治(文京女子短期大学)，永星浩一(長崎大学)

大河原誠(紛東海)，笠井 理(大正製薬紛)，加藤浩

(帝京技術科学大学)，勝田 政広(大阪産業大学短期大学

部)，神谷厚志(富土電気化学紛)，桜田陽一(紛三菱

総合研究所)，中嶋 宏(富士通紛)，中野 岡1](松下

電器産業側)，成田 一省(有)エル・エンジニアリング)

平林扶佐子(日本電気掛)，松岡 公二(東京理科大学)，

松田安弘(信州大学)，和田一彦(紛イズミ)，渡辺

佳子(渡辺佳子税理士事務所).

(学生会員)

石垣智徳(南山大学)，宇野 斉(筑波大学)，小柳

淳二(京都大学)，猿渡康文(東京理科大学)，新宅純二

郎(東京大学)，田中一彰(中央大学)，徳成卓也(九州

工業大学)，所 健一(慶応義塾大学)，中野信一(京

都大学)，並河謙二(京都大学)，檎垣正治(東京理科

大学)，矢田 健(東京理科大学)，吉田 浩(京都大

学)，張 孝軍(東京理科大学).

(賛助会員)

脚アーク情報システム，日本シーディーシー側，プライ

スウォーターハウスコンサルタント脚，脚プランニング

・リサーチ・ジャパン，制マルダイ.

追悼 故佐久間孝氏を偲んで

10月 29日に急逝されました佐久間孝さんのご冥福

を護んでお祈りいたします.

佐久間さんは昭和 3 年 3 月生まれ， OR学会のフエ

ロ一会員で，副会長，庶務理事，表彰委員，研究普及

委員長等を歴任されました.

佐久間さんの少年時代は海軍仕官を志し，海軍兵学

校に入学されましたが 2 年生の時に終戦を迎えまし

た.その後， 27年 3 月学習院大学文政学部政治科を卒

業され， 29年 5 月に電力中央研究所に入所され，以来

電研の佐久間さんとして発展活躍されました.

大手町研究所電力経済第 1 研究室長，情報処理セン

タ一所長，総務部長等の要職を歴任され， 60年に電研

を退職し，側電力計算センターの社長に就任されまし

た.そして，現職のまま60年の生涯を閉じられました.

まだお若いし，これからが楽しみであった方だけに

“佐久間さんよ/ それはないよ， 私が貴方の追悼文

を書かされるなんて，逆じゃないの./"と言ってやり
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愛知工業大学本告光男

たい心境です.

佐久間さんは終戦後の電力需要について，はじめて

科学的な分析を行ない，電力業界に大きな足跡を残さ

れました.当時，私の勤務していた中部電力にもよく

調査に見えました.私が親しくなったのは40年代にな

ってからですが，特に佐久間さんが情報処理センター

の仕事につかれてからでした.

若い研究者の面倒見が良くて，兄弟のようなお付き

合いをしていたのが印象的でした.

また，電力業界の横の調整，根回しを実に良くやっ

てくださいました. OR学会で電力部会を設け，実施

例を各社から出していただいて，報文集にまとめたこ

とがありましたが，この仕事も電研に佐久間さんがお

られたからこそできたのであって，関係者一同佐久間

さんに大変感謝したものです.

電力時代の後日談を一度ゆっくり話したかったので

すが，すでにかないません.本当に残念です.
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